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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】動的サービスベースのシステム選択およびシス
テム決定を容易にするための方法およびモバイルデバイ
スを提供する。
【解決手段】ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ
）およびネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）に
関して受信した情報に基づいてシステム選択オプション
を提示することを含み得る。さらに、システム選択オプ
ションに関するユーザ入力を受信することを含み得る。
ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサー
ビスに関する入力を提供することができ得る。さらに、
ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定
を決定することを含み得る。方法は、さらに、前記ユー
ザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）
を作成することを含み得る。方法は、さらに、利用可能
なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サ
ービングシステムを見出すように前記ＰＲＬを使用する
ことを含み得る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするための方法であっ
て、前記方法は、モバイルデバイスによってインプリメントされ、前記方法は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するこ
とと、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信することと、なお、前記ユーザ
は、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供することができ
る、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定することと、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成することと、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用することと、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコードに基づ
いてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記方法は、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定することと、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示することと、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信することと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記方法は、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信することと、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ことと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信することと、
　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新することと、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスは、ＷｉＭＡＸネットワークの動作のために構成され、前記ＮＡ
Ｐおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信されるダウ
ンリンクＭＡＰ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザ設定は、特定のサービスのために前記ＮＳＰを変更する要求を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するた
めに構成され、前記モバイルデバイスは、さらに少なくとも１つの第２世代（２Ｇ）また
は第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令と、
を備え、前記命令は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示し、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信し、なお、前記ユーザは、特定
のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供することができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定し、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成し
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すために前記ＰＲＬを使用する、
ように前記プロセッサによって実行可能である、動的サービスベースのシステム選択およ
びシステム決定を容易にするために構成されるモバイルデバイス。
【請求項１２】
　前記命令は、さらに前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮ
ＳＰレコードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するように実行可能であ
る、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１３】
　前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、さらに、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定し、
　前記ユーザへ前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示し、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信する、
ように実行可能である、請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１４】
　前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、さらに、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信し、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＳＮＰを自動的に選択する
、
ように実行可能である、請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記命令は、さらに、
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信し、
　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新する、
ように実行可能である、請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスは、ＷｉＭＡＸネットワークで動作するために構成され、前記Ｎ
ＡＰおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信されるダ
ウンリンクマップ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備える、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
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　前記ユーザ設定は、特定のサービスのために利用される前記ＮＳＰを変更する要求を備
える、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するた
めに構成され、前記モバイルデバイスは、さらに少なくとも１つの第２世代（２Ｇ）また
は第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、
請求項１１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するた
めの手段と、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するための手段と、なお、前記
ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供すること
ができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するための手段と、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するための手段
と、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用するための手段と、
を備える、動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするために構
成されるモバイルデバイス。
【請求項２２】
　前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコードに基づ
いてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、
請求項２１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２３】
　前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記モバイルデバイス
は、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定するための手段と、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するための手段と
、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信するための手段と、
をさらに備える、請求項２１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記モバイルデバイス
は、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信するための手段と、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ための手段と、
をさらに備える、請求項２１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するための手段と、
　前記更新された情報に基づいてシステム選択オプションを動的に更新するための手段と
、
をさらに備える、請求項２１に記載のモバイルデバイス。
【請求項２６】
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　モバイルデバイスによって決定される動的サービスベースのシステム選択およびシステ
ム決定を容易にするためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ可読
製品は、その上に命令を有するコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するた
めのコードと、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するためのコードと、なお、前
記ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供するこ
とができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するためのコードと
、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するためのコー
ドと、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用するためのコードと、
を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項２７】
　前記命令は、前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレ
コードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するためのコードをさらに備え
る、
請求項２６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定するためのコードと、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するためのコード
と、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信するためのコードと
、
【請求項２９】
　前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信するためのコードと、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ためのコードと、
をさらに備える、請求項２６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　前記命令は、
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するためのコードと、
　前記更新された情報に基づいてシステム選択オプションを動的に更新するためのコード
と、
をさらに備える請求項２６に記載のコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に通信システムに関する。より具体的に、本開示は、ワイヤレス通信シ
ステムの動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にする方法および
装置に関する。
【発明の概要】
【０００２】
　動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にする方法が開示される
。方法は、モバイルデバイスによってインプリメントされ得る。方法は、ネットワークア
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クセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）に関して
受信される情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示することを含み得る。
方法は、さらに、システム選択オプションに関するユーザ入力を受信することを含み得る
。ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供するこ
とができ得る。方法は、さらに、ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定
を決定することを含み得る。方法は、さらに、ユーザ設定に基づいて好ましいローミング
リスト（ＰＲＬ）を作成することを含み得る。方法は、さらに、利用可能なネットワーク
およびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見出すためにＰＲＬを使用す
ることを含み得る。
【０００３】
　動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするために構成された
モバイルデバイスが開示される。モバイルデバイスは、プロセッサを含み得る。モバイル
デバイスは、さらに、プロセッサと電子通信するメモリを含み得る。モバイルデバイスは
、さらに、メモリに格納された命令を含み得る。その命令は、ネットワークアクセスプロ
バイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）に関する情報に基づ
いてユーザにシステム選択オプションを提示することをプロセッサによって実行可能であ
り得る。その命令は、さらに、システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するこ
とを実行可能であり得る。ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに
関する入力を提供することができる。その命令は、さらに、ユーザ入力に基づいてシステ
ム選択に関するユーザ設定を決定するように実行可能であり得る。その命令は、さらに、
ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するように実行可能で
あり得る。その命令は、利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サ
ービングシステムを見出すためにＰＲＬを使用するように実行可能である。
【０００４】
　動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするために構成された
モバイルデバイスが開示される。モバイルデバイスは、ネットワークアクセスプロバイダ
（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）に関して受信される情報に
基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するための手段を含み得る。モバイルデ
バイスは、さらに、システム選択オプションに関するユーザインプットを受信するための
手段を含み得る。ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関するイ
ンプットを提供することができる。モバイルデバイスは、さらに、ユーザ入力に基づいて
システム選択に関するユーザ設定を決定するための手段を含み得る。モバイルデバイスは
、さらに、ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するための
手段を含み得る。モバイルデバイスは、さらに、利用可能なネットワークおよびチャネル
のためにスキャンし、サービングシステムを見出すためにＰＲＬを使用するための手段を
含み得る。
【０００５】
　モバイルデバイスによって、動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を
容易にするためのコンピュータプログラム製品が開示される。コンピュータプログラム製
品は、その上に命令を有するコンピュータ可読媒体を含み得る。その命令は、ネットワー
クアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）に関
して受信される情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示することを含み得
る。その命令は、さらに、システム選択オプションに関するユーザインプットを受信する
ためのコードを含み得る。ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに
関するインプットを提供するよう許可され得る。その命令は、さらに、ユーザ入力に基づ
いてシステム選択に関するユーザ設定を決定するためのコードを含み得る。その命令は、
さらに、ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するためのコ
ードを含み得る。その命令は、さらに、利用可能なネットワークおよびチャネルのために
スキャンし、サービングシステムを見出すためにＰＲＬを使用することを含み得る。
【図面の簡単な説明】
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【０００６】
【図１】多数の基地局および多数のモバイルデバイスを備えるワイヤレス通信システムを
説明する。
【図２】基地局およびモバイルデバイスの設計のブロック図を説明する。
【図３】動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするために構成
される例示のシステムを説明する。
【図４】動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にする例示の方法
を説明する。
【図５】図４の方法に対応する手段プラス機能（means-plus-function）ブロックを説明
する。
【図６】例示のＮＳＰレコードを説明する。
【図７】例示のＮＡＰレコードを説明する。
【図８】いくつかの例示のシステム選択のオプションを説明する。
【図９】本開示に従ってサービングシステムを置く例示の方法を説明する。
【図１０】図９の方法に対応する手段プラス機能ブロックを説明する。
【図１１】ＷｉＭＡＸネットワーク中の構造のある態様を示す例を説明する。
【図１２】本開示に従って動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易
にするために構成されるモバイルデバイス内に包含され得るあるコンポーネントを説明す
る。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　ここに使用されるように、用語「モバイルデバイス」は、ワイヤレス通信ネットワーク
を通じて音声および／またはデータ通信のために使用され得る電子デバイスを指す。モバ
イルデバイスの例は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、ワイ
ヤレスモデム、ラップトップコンピュータ、パソコンなどを含む。モバイルデバイスは、
あるいは、アクセス端末、モバイル端末、移動局、加入者局、リモート局、ユーザ端末、
端末、加入者ユニット、ユーザ装置などと称され得る。
【０００８】
　ワイヤレス通信ネットワークは、基地局によってサービスを受ける多くのモバイルデバ
イスそれぞれのための通信を提供し得る。基地局は、あるいは、アクセスポイント、ノー
ドＢまたは他のある専門用語と称され得る。
【０００９】
　モバイルデバイスは、アップリンクおよびダウンリンク上の送信を介して１つまたは複
数の基地局と通信し得る。アップリンクリンク（または逆方向リンク）はモバイルデバイ
スから基地局への通信リンクを指し、ダウンリンク（または順方向リンク）は、基地局か
らモバイルデバイスへの通信リンクを指す。
【００１０】
　ワイヤレス通信ネットワークのリソース（例えば、帯域幅および送信電力）は、多数の
モバイルデバイスの間で共有され得る。様々な多元接続技法は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）および直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）を含むことが既知である。
【００１１】
　本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、シン
グルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、
多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムなどのような様々なワイヤレス通信システムに対して
使用できる。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用
される。
【００１２】
　ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサルテレストリアルラジオアクセス（ＵＴＲＡ：Univer
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sal Terrestrial Radio Access）、ＣＤＭＡ２０００などの無線技術をインプリメントす
ることができる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡの他の変
形態を含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規
格をカバーする。ＴＤＭＡシステムはグロバルシステムフォーモバイルコミュニケーショ
ン（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術
をインプリメントすることができる。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ
（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband
）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、
ＩＥＥＥ　８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装することができる
。
【００１３】
　ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳの一部である。３ＧＰＰ　ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲ
Ａ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププ
ロジェクト」（３ＧＰＰ）という名称の団体からの文書において説明される。さらに、Ｃ
ＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰ
Ｐ２）という名称の団体からの文書において説明される。
【００１４】
　図１は、複数の基地局１０２および複数のモバイルデバイス端末１０２をもつワイヤレ
ス通信システム１００を示している。基地局１０２は、モバイルデバイス１０４と通信す
る局である。基地局１０２は、アクセスポイント、ノードＢ、発展ノードＢ（evolved No
de B）、などの一部または全ての機能を包含し得る。各基地局１０２は、特定の地理的領
域のための通信カバレージを提供する。「セル」という用語は、その用語が使用されるコ
ンテキストに応じて基地局またはそのカバレージエリア１０６を指すことができる。シス
テム容量を改善するために、基地局のカバレージエリア１０６は、複数のより小さいエリ
ア、たとえば、３つのより小さいエリア１０８ａ、１０８ｂ、および１０８ｃに分割され
得る。より小さいエリア１０８ａ、１０８ｂ、１０８ｃ各々は、それぞれの基地トランシ
ーバ局（ＢＴＳ）によってサービスされ得る。用語「セクタ」は、ＢＴＳと称されるおよ
び／またはその用語が使用されるコンテキストに応じてそのカバレージエリア１０８を指
すことができる。セクタ化されたセルに対して、そのセルの全セクタのためのＢＴＳは、
典型的には、そのセルのための基地局１０２内にコロケート（co-locate）される。
【００１５】
　モバイルデバイス１０４は、一般に、システム１００全体にわたって分布する。モバイ
ルデバイス１０４は、さらに、アクセス端末、ユーザ装置、加入者局、局、などと称され
、それらの一部または全ての機能性を包含し得る。モバイルデバイス１０４は、セルラ電
話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデ
バイス、ラップトップコンピュータ、などであり得る。モバイルデバイス１０４は、任意
の所与の瞬間に、ダウンリンク（ＤＬ）および／またはアップリンク（ＵＬ）上の０、１
つ、または多数の基地局１０４と通信することができる。ダウンリンク（または順方向リ
ンク）は、基地局からモバイルデバイス１０４への通信リンクを指し、アップリンク（ま
たは逆方向リンク）は、モバイルデバイス１０４から基地局１０２への通信リンクを指す
。
【００１６】
　集中型アーキテクチャの場合、システムコントローラ１１０がＢＳ１０２と結合し、こ
れらの基地局１０２のために調整および制御を提供する。システム制御器１１０は、単一
のネットワークエンティティまたはネットワークエンティティの集まったものであり得る
。分散型アーキテクチャの場合、基地局１０２は、必要に応じて互いに通信し得る。
【００１７】
　図２は、図１における基地局１０２のうちの１つおよびモバイルデバイスのうちの１つ
である、基地局１０２およびモバイルデバイス１０４の設計のブロック図を示す。基地局



(9) JP 2013-243737 A 2013.12.5

10

20

30

40

50

１０２において、送信（ＴＸ）データおよび制御プロセッサ２１２ａは、データソース（
示していない）からトラフィックデータを受信するおよび／または制御器／プロセッサ２
１４ａから制御情報を受信する。プロセッサ２１２ａは、トラフィックデータおよび制御
情報を処理（フォーマット、符号化、インターリーブ、およびシンボルマップ）し、変調
シンボルを供給する。変調器（ＭＯＤ）２１６ａは、（例えば、ＯＦＤＭのための）変調
シンボルを処理し、出力チップを提供し得る。　送信機（ＴＭＴＲ）２１８ａは、出力チ
ップを処理（例えば、アナログに変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）
して、アンテナ２２０ａを介して送信され得るダウンリンク信号を生成する。
【００１８】
　モバイルデバイス１０４において、アンテナ２２０ｂは、基地局１０２からのダウンリ
ンク信号を受信し、受信信号を受信機（ＲＣＶＲ）２２２ｂに供給し得る。受信機２２２
ｂは、受信信号を調整（たとえば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、デジタル
化）し、受信サンプルを得る。復調器（ＤＥＭＯＤ）２２４ｂは、（たとえば、ＯＦＤＭ
のための）受信サンプルを処理し、復調されたシンボルを提供し得る。受信（ＲＸ）デー
タおよび制御プロセッサ２２６ｂは、モバイルデバイス１０４のための復号化されたデー
タおよび制御情報を取得するために復調されたシンボルを処理（たとえば、シンボルデマ
ップ、デインターリーブ、復号）し得る。
【００１９】
　アップリンク上で、モバイルデバイス１０４において、モバイルデバイス１０４によっ
て送られるべきデータおよび制御情報は、ＴＸデータおよび制御プロセッサ２１２ｂによ
って処理され、変調器２１６ｂによって変調され、送信機２１８ｂによって調整され、ア
ンテナ２２０ｂを介して送信され得る。基地局１０２において、モバイルデバイス１０４
あるいは他のモバイルデバイス１０４からのアップリンク信号は、モバイルデバイス１０
４によって送られたデータおよび制御情報を復元するために、アンテナ２２０ａによって
受信され、受信機２２２ａによって調整され、復調器２２４ａによって復調され、ＲＸデ
ータおよび制御プロセッサ２２６ａによって処理される。一般に、アップリンク送信のた
めに処理することは、ダウンリンク送信のための処理と類似または異なり得る。
【００２０】
　コントローラ／プロセッサ２１４ａおよび２１４ｂは、それぞれ基地局１０２およびモ
バイルデバイス１０４における操作を指示する。メモリ２２８ａおよび２２８ｂは、それ
ぞれ基地局１０２およびモバイルデバイス１０４のためにデータおよびプログラムコード
を格納し得る。スケジューラ２３０は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク送信の
ためにモバイルデバイス１０４をスケジュールし、システムリソースの割り当てを提供し
得る。
【００２１】
　第４世代の省略形である、用語「４Ｇ」は、ワイヤレス通信において次の完成した展開
を説明するために使用される用語である。４Ｇシステムは、ユーザに前の世代より高いデ
ータ転送速度で音声、データ、およびストリームされたマルチメディアを与える、包括的
なインターネットプロトコル（ＩＰ）ソリューションを提供することができる。４Ｇシス
テムの例示は、ＷｉＭＡＸおよび３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を含
む。
【００２２】
　用語「３Ｇ」は、携帯電話標準および技法の第３世代を指す一方、用語「２Ｇ」は、携
帯電話標準および技法の第２世代を指す。３Ｇシステムの例示は、ユニバーサルモバイル
テレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）およびＣＤＭＡ２０００を含む。２Ｇシス
テムの例示は、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ）および
ｃｄｍａＯｎｅを含む。
【００２３】
　現在の開示は、４Ｇネットワークでの動作のために構成されるモバイルデバイスに関す
る。そのようなモバイルデバイスは、さらに、１つまたは複数の４Ｇネットワークに加え
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て１つのまたは複数の２Ｇおよび／または３Ｇネットワークでの動作のために構成され得
る。この方法で構成されるモバイルデバイスは、「マルチモード」デバイスと称され得る
。
【００２４】
　モバイルデバイスのための１つの重要な問題は、ユーザが使用することを好むサービン
グシステムをすぐに見つけることである。デバイスが現在のサービングシステムを失った
後にシステム再選択を必要とする場合など、この問題は、パワー・アップ（power up）の
後に発生し得る。ユーザが使用することを好むサービングシステムをすぐに見つけること
は、デバイスがすぐにユーザにサービスを提供し電力消費量を削減することを可能にする
。
【００２５】
　ユーザにとって、この問題は、ネットワークオペレータによって固定されたサービスプ
ロバイダ／サービスを選ぶよりむしろユーザが何を必要とするかに基づいてどのようにサ
ービスプロバイダおよびサービスを動的に選択したらいいかである。以下は、いくつかの
例示である：
　例示１：ユーザＡは、基本的なウェブおよび電子メールサービスのためにサービスプロ
バイダＸを使用し、さらにＩＰＴＶプログラムのためにサービスプロバイダＹを使用する
ことを好む。
【００２６】
　例示２：サービスプロバイダＭが現在より高速なものをより安い月額で提案するので、
ユーザＢは、サービスプロバイダＮからサービスプロバイダＭにウェブと電子メールのた
めの基本的なデータサービスを変更することを望む。
【００２７】
　例示３：新規のサービスプロバイダＳは、現在３Ｄインタラクティブゲーミングサービ
スで利用可能である。ユーザＣは、通知を入手し、そのサービスに申しこむことを望む。
【００２８】
　本開示は、これらのタイプの能力を提供するためのシステム、方法および装置を提案す
る。より具体的には、本開示は、システム選択および決定ベースの動的なサービスに関す
る。ここに開示される技法は、１つまたは複数の４Ｇネットワークに加えて１つまたは複
数の２Ｇおよび／または３Ｇネットワークで動作するために構成される、マルチモードモ
バイルデバイスによって利用され得る。
【００２９】
　本開示では、用語ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）は、ワイヤレス通信ネッ
トワークへの物理リンクを提供するエンティティを指す。用語ネットワークサービスプロ
バイダ（ＮＳＰ）は、ワイヤレス通信ネットワークを介してサービス（例えば、インター
ネットプロトコルテレビ（ＩＰＴＶ）、３Ｄゲーミング、ワールドワイドウェブアクセス
、電子メール、インスタントメッセージ、ボイスオーバーＩＰ（ＶｏＩＰ）など）を提供
するエンティティを指す。ＮＡＰとＮＳＰは、同じエンティティまたは異なるエンティテ
ィとなり得る。
【００３０】
　ここで図３を参照する。図３は、動的サービスベースのシステム選択およびシステム決
定を容易にするために構成されるシステム３００の例を説明する。そのようなシステム３
００は、多数のネットワークエンティティ３３２および多数のモバイルデバイス３０４を
含み得る。しかしながら、簡単のために、単一のネットワークエンティティ３３２および
単一のモバイルデバイス３０４が図３に示される。
【００３１】
　ネットワークエンティティ３３２およびモバイルデバイス３０４は、ＷｉＭＡＸまたは
４Ｇネットワークの別のタイプのような高速ワイヤレス通信ネットワークでの動作のため
に構成され得る。モバイルデバイス３０４は、マルチモードデバイスであり得る、つまり
、１つまたは複数の４Ｇネットワークに加えて様々な２Ｇおよび／または３Ｇネットワー
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クでの動作のために構成され得る。
【００３２】
　ネットワークエンティティ３３２は、多数のネットワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ
）レコード３３４と多数のネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）レコード３３６と
共に示される。各ＮＳＰレコード３３４は、特定のＮＳＰに関する情報を含み、各ＮＡＰ
レコード３３６は、特定のＮＡＰに関する情報を含み得る。ＮＳＰレコード３３４および
ＮＡＰレコード３３６のコンテンツの例は、以下に提供されることになる。
【００３３】
　１つのＮＡＰは、多数のＮＳＰをサポートすることができる。したがって、ネットワー
クエンティティ３３２は、さらに多数の関連レコード３３８とともに示される。各関連レ
コード３３８は、特定のＮＡＰレコード３３６と１つまたは複数のＮＳＰレコード３３４
との間の関連性を示し得る。このコンテキストでは、ＮＡＰレコード３３６とＮＳＰレコ
ード３３４との間の関連性は、ＮＡＰレコード３３６が指すＮＳＰがＮＰＡレコード３３
６が指すＮＡＰを介して利用可能であることを示し得る。
【００３４】
　ネットワークエンティティ３３２は、モバイルデバイス３０４に、１つまたは複数のＮ
ＡＰレコード３３６および関連するＮＳＰレコード３３４を送信するように構成され得る
。これが遂行され得る多くの方法がある。ＮＡＰレコード３３６および関連するＮＳＰレ
コード３３４は、無線接続またはローカルなケーブル接続を介してモバイルデバイスに送
信され得る。ＮＡＰレコード３３６および関連するＮＳＰレコード３３４は、多数のモバ
イルデバイス３０４にブロードキャストされ得る。ＷｉＭＡＸシステムでは、ＮＡＰレコ
ード３３６および関連するＮＳＰレコード３３４は、モバイルデバイス３０４に送信され
るダウンリンクＭＡＰ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれ得る。
【００３５】
　モバイルデバイス３０４は、ネットワークエンティティ３３２からＮＡＰレコード３３
６および関連するＮＳＰレコード３３４を受信し、ＮＡＰレコード３３６および関連する
ＮＳＰレコード３３４を復号するように構成され得る。モバイルデバイス３０４は、さら
に、ＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブル３４０を作成するように構成され得る。ＮＡＰ／Ｎ
ＳＰレコードテーブル３４０は、ＮＡＰレコード３３６および関連するＮＳＰレコード３
３４内に含まれる情報に基づいて作成され得る。利用可能なＮＡＰ各々について、ＮＡＰ
／ＮＳＰレコードテーブル３４０は、ＮＡＰと関連するＮＳＰとともに、それらのＮＳＰ
によって提供されるサービスに関する情報を指し示し得る。
【００３６】
　モバイルデバイス３０４は、さらにシステム選択のための様々なオプション３４４に関
するユーザ設定（user preference）３４２を決定するように構成され得る。これは、シ
ステム選択オプション３４４に関してユーザに情報を提示すること、およびシステム選択
オプション３４４が優先されることに関するユーザ入力を受信すること、を包含し得る。
システム選択オプション３４４は、ＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブル３４０の情報に基づ
いて決定され得る。システム選択オプション３４４の例は、以下で提供されることになる
。
【００３７】
　モバイルデバイス３０４は、さらに、決定されるユーザ設定３４２に基づいて好ましい
ローミングリスト（ＰＲＬ）３４６を作成するように構成され得る。ＮＡＰレコード３３
６（例えば、ネットワークパラメータ）の情報は、ＰＲＬ３４６を作成するために使用さ
れ得る。
【００３８】
　ＰＲＬ３４６は、ネットワーク／チャネルスキャニングを実行し、サービングシステム
を見出すために使用され得る。デバイス３０４が現在のサービングシステムなどを失った
後にシステム再選択を必要とする場合、ＰＲＬ３４６は、パワーアップの後にすぐにサー
ビングシステムを見出すために使用され得る。
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【００３９】
　時々、ＮＡＰレコード３３６およびＮＳＰレコード３３４は、更新され得る。更新が生
じる場合、更新されたＮＡＰレコード３３６および関連するＮＳＰレコード３３４は、モ
バイルデバイス３０４に送信され得る。モバイルデバイス３０４は、更新されたＮＡＰレ
コード３３６および関連するＮＳＰレコード３３４に基づいてモバイルデバイス３０４上
のデータを動的に更新するように構成され得る。例えば、更新されたＮＡＰレコード３３
６および関連するＮＳＰレコード３３４が受信される場合、ＮＡＰ／ＮＳＰレコードテー
ブル３４０は、更新され得る。それは、システム選択オプション３４４に同様の更新をさ
せることになる。ユーザは、更新されたシステム選択オプション３４４に基づいて彼／彼
女の設定を更新する機会が与えられ得る。最新されたユーザ設定３４２に基づいて、ＰＲ
Ｌ３４６は、同様に更新され得る。
【００４０】
　モバイルデバイス３０４がＮＡＰを介して特定のネットワークに所属した後、ＮＳＰか
らサービスを受けている間、モバイルデバイス３０４は、同じＮＳＰまたは１つまたは複
数の追加のＮＳＰによって提示される追加のサービスのための通知を受信し得る。その後
、そのようなサービスに関する情報は、ユーザに提示され、ユーザは、これらのサービス
を購入するオプションを与えられ得る。
【００４１】
　例えば、モバイルデバイス３０４が特定のネットワークに所属する場合、モバイルデバ
イス３０４は、広帯域ＩＰサービスとしてのみネットワークを使用することになり得る。
その後、ネットワークは、他のサービスを提供することが可能であると通知し得る。その
ような通知は、モバイルデバイス３０４が現在使用しているＮＳＰを介して提供され得る
。
【００４２】
　ここで図４を参照する。図４は、動的サービスベースのシステム選択およびシステム決
定を容易にするための方法の例を説明する。方法４００は、モバイルデバイス３０４によ
ってインプリメントされ得る。図４に示される方法４００は、図３に関連して以上で記述
されたモバイルデバイス３０４の機能を要約する。
【００４３】
　モバイルデバイス３０４は、１つまたは複数のネットワークエンティティ３３２からＮ
ＡＰレコード３３６およびＮＳＰレコード３３４を受信し得る４０２。モバイルデバイス
３０４は、受信するＮＡＰレコード３３６ＮＳＰレコードを復号し４０４、復号されたＮ
ＡＰレコード３３６およびＮＳＰレコード３３４に基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテー
ブル３４０を作成し得る４０６。
【００４４】
　ＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブル３４０は、システム選択に関するユーザ設定３４２を
決定するために使用され得る４０８。好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）３４６は、ユ
ーザ設定３４２に基づいて作成され得る４１０。ＰＲＬ３４６は、ネットワーク／チャネ
ルスキャニングを実行し、サービングシステムを見出すために使用され得る４１２。しか
しながら、ＰＲＬ３４６がかならずしも作成される必要がない。ＮＡＰ／ＮＳＰレコード
テーブル３４０は、システム選択のために直接使用され得る。
【００４５】
　時々、ＮＡＰレコード３３６およびＮＳＰレコード３３４は、更新され得る。更新が生
じる場合、モバイルデバイス３０４は、更新されたＮＡＰレコード３３６および更新され
たＮＳＰレコード３３４を受信し、更新されたＮＡＰレコード３３６および更新されたＮ
ＳＰレコード３３４に基づいてモバイルデバイス３０４（例えば、ＮＡＰ／ＮＳＰレコー
ドテーブル３４０、システム選択オプション３４４、ユーザ設定３４２、ＰＲＬ３４６）
上でデータを動的に更新する４１６。
【００４６】
　以上で説明される図４の方法４００は、図５に例証される手段プラス機能ブロック５０
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０に対応するさまざまなハードウェアおよび／またはソフトウェアコンポーネントおよび
／またはモジュールによって実行され得る。言い換えれば、図４に例証されるブロック４
０２から４１６は、図５に例証される手段プラス機能ブロック５０２から５１６に対応す
る。
【００４７】
　ここで図６を参照する。図６は、ＮＳＰレコード６３６の例を説明する。以上で示され
るように、ＮＳＰレコード６３６は、特定のＮＳＰに関する情報を含み得る。より具体的
には、ＮＳＰレコード６３６は、ＮＳＰのための識別子（ＩＤ）６４８のほかにＮＳＰの
ネーム６５０も含み得る。加えて、ＮＳＰレコード６３６は、ＮＳＰによって提案される
１つまたは複数のサービス６５２に関する情報を含み得る。特定のサービス６５２に関し
て含まれる情報は、サービスのための識別子（ＩＤ）６５４、サービスのネーム６５６、
サービスに関する価格情報６５８、などを含み得る。
【００４８】
　個々のサービス６５２を別々に識別する代わりに、ＮＳＰレコード６３６は、マルチプ
ルサービス６５２のパッケージへの参照を含み得る。例えば、１つのタイプのサービスパ
ッケージは、全ての利用可能なサービス６５２（例えば、ＩＰＴＶ、３Ｄゲーミング、ワ
ールドワイドウェブアクセス、電子メール、インスタントメッセージ、ＶｏＩＰ、など）
を含む一方、別のタイプのサービスパッケージは、利用可能なサービス６５２のサブセッ
ト（例えば、ワールドワイドウェブアクセス、電子メール、インスタントメッセージ、お
よびＶｏＩＰはあるが、ＩＰＴＶまたは３Ｄゲーミングがない）を含み得る。
【００４９】
　ここで図７を参照する。図７は、ＮＡＰレコード７３６の例示を説明する。上に示され
るように、ＮＡＰレコード７３６は、特定のＮＡＰに関する情報を含み得る。より具体的
には、ＮＡＰレコード７３６は、ＮＡＰのための識別子（ＩＤ）７６０のほかにＮＡＰの
ネーム７６２も含み得る。加えて、ＮＡＰレコード７３６は、帯域幅７６６、帯域クラス
７６８、チャネル情報７７０、などのようなＮＡＰのための１つまたは複数のネットワー
クパラメータ７６４に関する情報を含み得る。ＮＡＰレコード７３６のネットワークパラ
メータ７６４は、好ましいローミングリストを作成するために使用され得る。ＮＡＰレコ
ード７３６は、さらに能力情報７７２（例えば最大ビットレート）およびＮＡＰについて
の価格情報７５８を含み得る。
【００５０】
　ここで図８を参照する。図８は、システム選択オプション８４４のいくつかの例示を説
明する。描写されたシステム選択オプション８４４は、手動システム選択のためのオプシ
ョン８７４および自動システム選択のためのオプション８７６を含み得る。ユーザが手動
システム選択のためのオプション８７４を選ぶ場合、ユーザは、利用されるＮＡＰおよび
ＮＳＰを手動で選択し得る。しかしながら、ユーザが自動システム選択のためのオプショ
ン８７６を選ぶ場合、モバイルデバイスは、多分ユーザが提供するある自動選択基準８７
８に基づいて、利用されるＮＡＰおよびＮＳＰを自動的に選択し得る。
【００５１】
　自動選択基準８７８のある例は、ＮＳＰによって選択するオプション８８０、サービス
によって選択するオプション８８２、パッケージと価格によって選択するオプション８８
４、価格によって選択するオプション８８６、サービス品質によって選択するオプション
８８８、などを含む図８に示される。
【００５２】
　例えば、指定された基準８７８が「ＮＳＰによって選択する」オプション８８０である
場合、ユーザは１つ以上の好ましいＮＳＰを指定するように促され得る。マルチプルＮＳ
Ｐが指定される場合、ユーザはＮＳＰを並べるように促され得る。その後、モバイルデバ
イスは、指定されたＮＳＰ（ｓ）を提案するＮＡＰを自動的に選択してもよい。多数のＮ
ＡＰが指定されたＮＳＰ（ｓ）を提案する場合、他の基準はどのＮＡＰが選択されている
か決定するために使用され得る。
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【００５３】
　別の例として、指定された基準８７８が特定のサービスに関して「価格によって選択す
る」オプション８８４である場合、モバイルデバイスは、最安値で希望するサービスを提
供するＮＳＰを決定し得る。その後、モバイルデバイスは、このＮＳＰおよびこのＮＳＰ
へのアクセスを提供する対応するＮＡＰを選択し得る。
【００５４】
　ここで図９を参照する。図９は、本開示に従ってサービングシステムを置くための方法
９００の例を示す。デバイスが現在のサービングシステムを失った後にシステム再選択を
必要とする場合など、方法９００は、パワーアップの後にモバイルデバイスによってイン
プリメントされ得る。
【００５５】
　モバイルデバイスは、利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定し得る９０２
。これは、モバイルデバイス上で既に供給されたＮＡＰおよびＮＳＰに制限されない；も
っと正確に言えば、モバイルデバイス上に供給されていない他のＮＡＰおよびＮＳＰに関
する情報がさらに決定され得る。これは、受信したＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコード
に基づいて作成されたＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを参照することを包含し得る。代
替、またはこれに加えて、これは、利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を積極的
に探索することを包含し得る。
【００５６】
　モバイルデバイスは、ユーザが手動選択か自動選択に対する設定を示したかどうか決定
し得る９０４。手動選択が選ばれる場合、モバイルデバイスは、ユーザに利用可能なＮＡ
ＰおよびＮＳＰに関する情報を表示し９０６、ＮＡＰおよびＮＳＰを選択するユーザ入力
を受信する９０８。しかしながら、自動選択が選ばれる場合、モバイルデバイスは、ユー
ザによって指定される自動選択基準に基づいてＮＡＰおよびＮＳＰを自動的に選択し得る
９１０。
【００５７】
　図９の方法９００は、図１０に説明される手段プラス機能ブロック１０００に対応する
様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアコンポーネントおよび／またはモジュー
ルによって実行され得る。言い換えれば、図９に説明されるブロック９０２から９１０は
、図１０に説明される手段プラス機能ブロック１００２から１０１０に対応する。
【００５８】
　ここで開示された技法は、ＷｉＭＡＸネットワークで利用され得る。ここで図１１を参
照する。図１１は、ＷｉＭＡＸネットワークでのフレーム１１９０の構造のある態様を示
す例を例証する。フレーム１１９０は、ガードインターバル１１９６によって分離される
、ダウンリンクサブフレーム１１９２およびアップリンクサブフレーム１１９４を含む。
フレーム１１９２は、Ｌ個のサブチャネル１１９８を通じて送信される。フレームに合計
Ｍ個のシンボル１９９９があり、ダウンリンクサブフレーム１１９２にＮ個のシンボル１
１９９があり、アップリンクサブフレーム１１９４にＭ－Ｎ個のシンボル１１９９がある
。
【００５９】
　多数のユーザは、フレーム１１９２内にデータ領域を割り当てられ、これらの割り当て
は、ダウンリンクＭＡＰ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージ１１９７およびアップリンクＭＡＰ
（ＵＬ－ＭＡＰ）メッセージ１１９５に定められる。ＭＡＰメッセージ１１９７および１
１９５は、使用される変調およびコーディングスキームを定義する、各ユーザのためのバ
ーストプロファイルを含む。
【００６０】
　本開示に従って、ＮＡＰレコード１１３６およびＮＳＰレコード１１３４は、ＤＬ－Ｍ
ＡＰメッセージ１１９７内に含まれ得る。したがって、ＤＬ－ＭＡＰメッセージ１１９７
を復号することによって、モバイルデバイスは、利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する
情報を決定し、この情報に基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することがで
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きる。
【００６１】
　ＮＡＰ　ＩＤは、基地局ＩＤとしてブロードキャストされ得る。ＮＳＰ　ＩＤは、加入
者局基礎能力応答（ＳＢＣ－ＲＳＰ：Subscriber Station Basic Capability Response）
メッセージおよびサービス識別情報（ＳＩＩ－ＡＤＶ：Service Identity Information）
メッセージを通じてユニキャストされ得る。それらのメッセージは、ここに開示される情
報を含むように拡大され得る。
【００６２】
　ここで図１２を参照する。図１２は、本開示に従って動的サービスベースのシステム選
択およびシステム決定を容易にするために構成されるモバイルデバイス１２０４内に含ま
れ得るあるコンポーネントを説明する。
【００６３】
　モバイルデバイス１２０４は、プロセッサ１２１４を含む。プロセッサ１２１４は、汎
用の単一チップまたはマルチチップマイクロプロセッサ（例えば、ＡＲＭ）、特殊用途の
マイクロプロセッサ（例えばデジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロコント
ローラ、プログラム可能なゲートアレイ、などであり得る。プロセッサは、中央演算処理
装置（ＣＰＵ）と称され得る。単一シングルプロセッサは、図１２のモバイルデバイス１
２０４に示されるが、代替構造では、プロセッサ１２１４の組み合わせ（例えば、ＡＲＭ
およびＤＳＰ）が使用することができる。
【００６４】
　モバイルデバイス１２０４は、さらにメモリ１２２８を含む。メモリ１２２８は、電子
情報を格納することができる任意の電子コンポーネントであり得る。メモリ１２２８は、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディスク記憶
媒体、光学記憶媒体、ＲＡＭのフラッシュメモリデバイス、プロセッサに含まれるオンボ
ードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、など、およびこれらの
組み合わせとして具体化され得る。
【００６５】
　データ１２９３および命令１２９１は、メモリ１２２８に格納され得る。命令１２９１
は、様々な機能をインプリメントするプロセッサ１２１４によって実行可能であり得る。
命令１２９１を実行することは、メモリ１２２８に保存されるデータ１２９３の使用を包
含し得る。
【００６６】
　モバイルデバイス１２０４は、ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネッ
トワークサービスプロバイダ（ＮＳＰ）について受信する情報１２８９および１２８７に
基づいてユーザに示すシステム選択オプション１２４４のための命令１２８５を含み得る
。ＮＡＰ情報１２８９は、以前に議論されたＮＡＰレコードの形式を取り得る。同様に、
ＮＳＰ情報１２８７は、以前に議論されたＮＳＰレコードの形式を取り得る。
【００６７】
　モバイルデバイス１２０４は、さらに、システム選択に関するユーザ入力１２８１を受
信するための命令１２８３を含み得る。ユーザは、特定のＮＳＰによって提示された特定
のサービスに関する入力を供給することでき得る。
【００６８】
　モバイルデバイス１２０４は、さらにユーザ入力１２８１に基づいてシステム選択に関
するユーザ設定１２４２を決定するための命令１２７９を含み得る。ユーザ設定１２４２
の多くの異なる種類が決定され得る。例えば、ユーザ設定１２４２は、（上で例示１に記
述されるような）異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択１２７３を含み得る
。別の例として、ユーザ設定１２４２は、（上で例示２に記述されるように）特定のサー
ビスのために利用されるＮＳＰを変更する要求１２７１を含み得る。また別の例として、
ユーザ設定１２４２は、（上で例示３に記述されるように）新規のサービスに申し込む要
求１２６９を含み得る。
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【００６９】
　モバイルデバイス１２０４は、さらにユーザ設定１２４２に基づく好ましいローミング
リスト（ＰＲＬ）１２４６の作成のための命令１２７７を含み得る。さらに、モバイルデ
バイス１２０４は、利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービ
ングシステムを見出すためにＰＲＬ１２４６を使用する命令１２７５を含み得る。
【００７０】
　ここに記述される技法をインプリメントすることに関する他のタイプの命令１２９１お
よびデータ１２９３は、さらに、メモリ１２２８に含まれ得る。
【００７１】
　モバイルデバイス１２０４は、さらにモバイルデバイスとリモートロケーションとの間
の信号の送信および受信をすることができる送信機１２１８および受信機１２２２を含み
得る。送信機１２１８および受信機１２２２は、全体としてトランシーバ１２７７と称さ
れ得る。アンテナ１２２０は、トランシーバ１２７７と電気的に結合され得る。モバイル
デバイス１２０４は、多数の送信機、多数の受信機、多数のトランシーバおよび／または
多数のアンテナを含み得る（示されてない）。
【００７２】
　モバイルデバイス１２０４の様々なコンポーネントは、１つまたは複数のバスとともに
結合され得る。バスは、パワーバス、制御信号バス、ステータス信号バス、データバスな
どを含み得る。明瞭さのために、様々なバスは、バスシステム１２７５として図１２に例
証される。
【００７３】
　ここに開示される技法は、既知のアプローチに関する多くの利点を提供し得る。例えば
、ここに開示される技法は、彼女／彼がオペレータとサービスプロバイダとに加えて望む
サービス選択をユーザが選択することができる。
【００７４】
　加えて、ネットワークオペレータに関する情報、サービスプロバイダ、およびそれらの
サービスおよび価格情報は、追加され、削除され、変更することができる。新規の情報は
、ローカル接続を介しておよび／または無線接続を介してモバイルデバイスに通信される
ことができる。モバイルデバイスは、オペレータ、サービスプロバイダ、サービス情報を
動的に更新し、ユーザに更新された情報を提示することができる。これは新規のオペレー
タ、サービスプロバイダおよびサービスをユーザに対して簡単に案内することができる。
これは、４Ｇシステムの公開とともに特に有効である。
【００７５】
　ここに開示された技法の別の潜在的な利点は、モバイルデバイスが効率的なチャネルス
キャニングを可能にするために好ましいローミングリストを動的に更新することができる
ということである。これは、モバイルデバイスの電力消費量を削減し、より速いサービン
グシステム選択を容易にするために役立ち得る。
【００７６】
　上記の説明では、参照番号は、様々な用語に関連して時々使用されてきた。用語が参照
番号に関連して使用される場合、これは、１つまたは複数の図で示される特定のエレメン
トを参照するよう意図される。用語が参照番号なしで使用される場合、これは任意の特別
な図に対して制限のない用語を一般に指すよう意図される。例えば、「モバイルデバイス
１２０４」に対する参照は、図１２に示される特定のモバイルデバイスを指す。しかしな
がら、参照番号のない「モバイルデバイス」の使用は、用語が使用されるコンテキストに
適した任意のモバイルデバイスを指し、図で示される任意の特別なモバイルデバイスに制
限されるものではない。
【００７７】
　ここに使用されるように、用語「決定すること」は、多種多様なアクションを網羅する
。したがって、「決定すること」は、計算すること、コンピューティングすること、処理
すること、導出すること、調査すること、ルックアップすること（たとえば、テーブル、
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データベース、または別のデータ構造をルックアップすること）、確認すること、および
それらと同様のことを含むことができる。さらに、「決定すること」は、受信すること（
たとえば、情報を受信すること）、アクセスすること（たとえば、メモリのデータにアク
セスすること）、およびそれらと同様のことを含むことができる。さらに、「決定するこ
と」は、決断すること、選択すること、選ぶこと、確立すること、およびそれらと同様の
ことを含むことができる。
【００７８】
　語句「基づいて」は、他の明示した指定がない限り「のみに基づいて」を意味しない。
言い換えれば、語句「基づいて」は、「のみに基づいて」と「少なくとも基づいて」との
両方を記述する。
【００７９】
　用語「プロセッサ」は、汎用プロセッサ、中央演算処理装置（ＣＰＵ）、マイクロプロ
セッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコントローラ
、ステートマシン、などを網羅するために広く解釈されるべきである。ある状況の下では
、「プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、などを指し得る。用
語「プロセッサ」は、制御演算装置の組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ
の組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する１つまたは複数のマイ
クロプロセッサ、または任意の他のそのような構成を指し得る。
【００８０】
　用語「メモリ」は、電子情報を格納することができる任意の電子コンポーネントも網羅
するために広く解釈されるべきである。用語メモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、
プログラマブル読み出し専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読み出し専用
メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去・書き込み可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシ
ュメモリ、磁気データまたは光学データ記憶装置、レジスタ、などのような様々なタイプ
のプロセッサ可読媒体を指し得る。プロセッサがメモリから情報を読み出すおよび／また
はメモリに情報を書き込むことができる場合、メモリは、プロセッサと電子通信中である
と言う。メモリはプロセッサに不可欠なものであり、常にプロセッサと電子通信中である
と言うことができる。
【００８１】
　用語「命令」、「コード」は、任意のタイプのコンピュータ可読ステートメントを含め
るために広く解釈されるべきである。例えば、用語「命令」および「コード」は、１つま
たは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン、関数、プロシージャなどを指し得る。
「命令」および「コード」は、単一のコンピュータ可読ステートメントあるいは多くのコ
ンピュータ可読ステートメントを含み得る。用語「命令」および「コード」は、ここで交
換可能に使用され得る。
【００８２】
　ここに記述される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの任意の組み合わせをインプリメントすることができる。ソフトウェアでインプリメン
トされる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つまたは複数の命令を格納すること
ができる。用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータによってアクセスすることが
任意の利用可能な媒体を指す。限定ではなく例示の目的で、コンピュータ可読媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光学ディスク記憶装置、または
他の磁気ディスク記憶装置、または命令またはデータ構造の形式で所望のプログラムコー
ドを伝達または格納するために使用されることができコンピュータによってアクセスする
ことができる任意の他の媒体を備えることができる。ここで使用されるディスク（disk）
およびディスク（disc）には、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）、光ディスク、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）
ディスク、およびブルーレイディスクが含まれ、ただし、ディスク（disk）は、通常、デ



(18) JP 2013-243737 A 2013.12.5

10

20

30

ータを磁気的に再現するのに対して、ディスク（disc）は、レーザーを使用してデータを
光学的に再現する。
【００８３】
　ソフトウェアまたは命令は、さらに送信媒体を通じて送信され得る。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、
あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技法を使用してウェブサイト
、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、その同軸ケーブル、光ファイバケ
ーブル、より対線、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波などの無線技術が
、媒体の定義に含められる。
【００８４】
　ここに開示された方法は、１つまたは複数のステップを備える、または説明される方法
を達成するための１つまたは複数のアクションを備える。方法ステップおよび／またはア
クションは、請求の範囲から外れずに、互いに交換され得る。言いかえれば、ステップま
たはアクションの特定の順序が記述されている方法の適切な動作のために要求されない限
り、特定のステップおよび／またはアクションの順序および／または使用は、請求の範囲
から外れずに修正され得る。
【００８５】
　さらに、図４および９によってそれらの例証されるようなここで開示される方法および
技法を実行するためのモジュールおよび／または適切な手段は、適用できるモバイルデバ
イスによってダウンロードされるおよび／またはほかに取得されることができる。例えば
、そのようなデバイスは、ここに記述された方法を実行するための手段の移転を容易にす
るサーバに結合されることができる。加えて、ここに記述された様々な方法は、モバイル
デバイスがデバイスに記憶手段と結合した上で様々な方法を取得することができるような
、記憶手段（例えばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）
、コンパクトディスク（ＣＤ）、またはフロッピーディスク、など）を介して提供される
ことができる。さらに、デバイスに対してここで記述された方法および技法を提供するた
めの任意の他の技法は、利用されることができる。
【００８６】
　請求項が以上に例証される正確な構成およびコンポーネントに限定されないことを理解
されたい。様々な修正、変更および変化は、システム、方法、および請求の範囲から外れ
ずに、ここに記述された装置の配置、動作および詳細で行なわれ得る。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月12日(2013.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的なサービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするための方法であ
って、前記方法は、モバイルデバイスによってインプリメントされ、前記方法は、
　　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ
（ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてシステム選択オプションを提示することと、
　　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信することと、なお、前記ユー
ザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供することがで
きる、
　　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定することと、
　　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成することと、
　　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを
見出すように、前記ＰＲＬを使用することと、
　　前記利用可能なネットワークおよびチャネルに関連する利用可能なＮＡＰおよびＮＳ
Ｐに関する情報を決定することと、なお、手動システム選択オプションが選択される、
　　前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示することと、
　　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択する入力を受信することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコードに基づ
いてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信することと、
　　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新することと
、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスは、高速ワイヤレス通信ネットワークで動作するために構成され
、前記ＮＡＰおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信
されるダウンリンクＭＡＰ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザ設定は、特定のサービスのために利用される前記ＮＳＰを変更する要求を備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するた
めに構成され、前記モバイルデバイスはまた、少なくとも１つの第２世代（２Ｇ）または
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第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　　プロセッサと、
　　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　　前記メモリ内に格納された命令と、
　を備え、前記命令は、
　　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ
（ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてシステム選択オプションを提示し、
　　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を入力デバイスから受信し、なお、
前記ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供する
ことができる、
　　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定し、
　　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成し
　　前記ＰＲＬを使用して利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、
前記ＰＲＬを使用してサービングシステムを見出すために、受信機を使用し、
　　前記利用可能なネットワークおよびチャネルに関連する利用可能なＮＡＰおよびＮＳ
Ｐに関する情報を決定し、なお、手動システム選択オプションが選択される、
　　表示するための前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を提供し、
　　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択する入力を前記入力デバイスから受信す
る、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、動的なサービスベースのシステム選択
およびシステム決定を容易にするために構成されるモバイルデバイス。
【請求項１０】
　前記命令はまた、前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳ
Ｐレコードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するように実行可能である
、請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１１】
　前記命令はまた、
　　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信し、
　　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新する、
　ように実行可能である、請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１２】
　前記モバイルデバイスは、高速ワイヤレス通信ネットワークで動作するために構成され
、前記ＮＡＰおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信
されるダウンリンクマップ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、請求項９に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項１３】
　前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備える、請求
項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１４】
　前記ユーザ設定は、特定のサービスのために利用される前記ＮＳＰを変更する要求を備
える、請求項９に記載のモバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、請求項９に記載のモバイ
ルデバイス。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するた
めに構成され、前記モバイルデバイスはまた、少なくとも１つの第２世代（２Ｇ）または
第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、請求項９に
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記載のモバイルデバイス。
【請求項１７】
　　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ
（ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてシステム選択オプションを提示するための手
段と、
　　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するための手段と、なお、前
記ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供するこ
とができる、
　　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するための手段と
、
　　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するための手
段と、
　　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを
見出すように、前記ＰＲＬを使用するための手段と、
　　前記利用可能なネットワークおよびチャネルに関連する利用可能なＮＡＰおよびＮＳ
Ｐに関する情報を決定するための手段と、なお、手動システム選択オプションが選択され
る、
　　前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するための手段と、
　　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択する入力を受信するための手段と、
　を備える、動的なサービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするため
に構成されるモバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコードに基づ
いてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、請求項１７に記載
のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するための手段と、
　　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新するための
手段と、
　をさらに備える、請求項１７に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　モバイルデバイスによって動的なサービスベースのシステム選択およびシステム決定を
容易にするためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ可読製品は、
その上に命令を有する非一時的なコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、
　　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ
（ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示する
ためのコードと、
　　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するためのコードと、なお、
前記ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供する
ことができる、
　　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するためのコード
と、
　　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するためのコ
ードと、
　　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを
見出すように、前記ＰＲＬを使用するためのコードと、
　　前記利用可能なネットワークおよびチャネルに関連する利用可能なＮＡＰおよびＮＳ
Ｐに関する情報を決定するためのコードと、なお、手動システム選択オプションが選択さ
れる、
　　前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するためのコードと、
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　　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択する入力を受信するためのコードと、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項２１】
　前記命令は、前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレ
コードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するためのコードをさらに備え
る、請求項２０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２２】
　前記命令は、
　　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するためのコードと、
　　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新するための
コードと、
　をさらに備える、請求項２０に記載のコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　請求項が以上に例証される正確な構成およびコンポーネントに限定されないことを理解
されたい。様々な修正、変更および変化は、システム、方法、および請求の範囲から外れ
ずに、ここに記述された装置の配置、動作および詳細で行なわれ得る。
　なお、以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするための方法
であって、前記方法は、モバイルデバイスによってインプリメントされ、前記方法は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するこ
とと、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信することと、なお、前記ユーザ
は、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供することができ
る、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定することと、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成することと、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用することと、
を備える、方法。
［Ｃ２］前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコード
に基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記方法は、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定することと、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示することと、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信することと、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記方法は、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信することと、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ことと、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信することと、
　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新することと、
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をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］前記モバイルデバイスは、ＷｉＭＡＸネットワークの動作のために構成され、前
記ＮＡＰおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信され
るダウンリンクＭＡＰ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備える
、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］前記ユーザ設定は、特定のサービスのために前記ＮＳＰを変更する要求を備える
、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動
作するために構成され、前記モバイルデバイスは、さらに少なくとも１つの第２世代（２
Ｇ）または第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリ内に格納された命令と、
を備え、前記命令は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示し、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信し、なお、前記ユーザは、特定
のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供することができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定し、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成し
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すために前記ＰＲＬを使用する、
ように前記プロセッサによって実行可能である、動的サービスベースのシステム選択およ
びシステム決定を容易にするために構成されるモバイルデバイス。
［Ｃ１２］前記命令は、さらに前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコード
およびＮＳＰレコードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するように実行
可能である、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１３］前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
さらに、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定し、
　前記ユーザへ前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示し、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信する、
ように実行可能である、Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１４］前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
さらに、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信し、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＳＮＰを自動的に選択する
、
ように実行可能である、Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１５］前記命令は、さらに、
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信し、
　前記更新された情報に基づいて前記システム選択オプションを動的に更新する、
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ように実行可能である、Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１６］前記モバイルデバイスは、ＷｉＭＡＸネットワークで動作するために構成され
、前記ＮＡＰおよび前記ＮＳＰに関する前記情報は、前記モバイルデバイスによって受信
されるダウンリンクマップ（ＤＬ－ＭＡＰ）メッセージに含まれる、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１７］前記ユーザ設定は、異なるサービスのための異なるＮＳＰのユーザ選択を備え
る、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１８］前記ユーザ設定は、特定のサービスのために利用される前記ＮＳＰを変更する
要求を備える、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ１９］前記ユーザ設定は、新規のサービスに申し込む要求を備える、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２０］前記モバイルデバイスは、第４世代（４Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動
作するために構成され、前記モバイルデバイスは、さらに少なくとも１つの第２世代（２
Ｇ）または第３世代（３Ｇ）ワイヤレス通信ネットワークで動作するように構成される、
Ｃ１１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２１］ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロ
バイダ（ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提
示するための手段と、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するための手段と、なお、前記
ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供すること
ができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するための手段と、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するための手段
と、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用するための手段と、
を備える、動的サービスベースのシステム選択およびシステム決定を容易にするために構
成されるモバイルデバイス。
［Ｃ２２］前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよびＮＳＰレコー
ドに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成することをさらに備える、
Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２３］前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記モバイル
デバイスは、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定するための手段と、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するための手段と
、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信するための手段と、
をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２４］前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記モバイル
デバイスは、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信するための手段と、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ための手段と、
をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ２５］前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するための手段と、
　前記更新された情報に基づいてシステム選択オプションを動的に更新するための手段と
、
をさらに備える、Ｃ２１に記載のモバイルデバイス。
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［Ｃ２６］モバイルデバイスによって決定される動的サービスベースのシステム選択およ
びシステム決定を容易にするためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュ
ータ可読製品は、その上に命令を有するコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、
　ネットワークアクセスプロバイダ（ＮＡＰ）およびネットワークサービスプロバイダ（
ＮＳＰ）に関して受信した情報に基づいてユーザにシステム選択オプションを提示するた
めのコードと、
　前記システム選択オプションに関するユーザ入力を受信するためのコードと、なお、前
記ユーザは、特定のＮＳＰによって提案された特定のサービスに関する入力を提供するこ
とができる、
　前記ユーザ入力に基づいてシステム選択に関するユーザ設定を決定するためのコードと
、
　前記ユーザ設定に基づいて好ましいローミングリスト（ＰＲＬ）を作成するためのコー
ドと、
　利用可能なネットワークおよびチャネルのためにスキャンし、サービングシステムを見
出すように前記ＰＲＬを使用するためのコードと、
を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］前記命令は、前記モバイルデバイスによって受信されるＮＡＰレコードおよび
ＮＳＰレコードに基づいてＮＡＰ／ＮＳＰレコードテーブルを作成するためのコードをさ
らに備える、
Ｃ２６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］前記ユーザは、手動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
　利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を決定するためのコードと、
　前記ユーザに前記利用可能なＮＡＰおよびＮＳＰに関する情報を表示するためのコード
と、
　ＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを選択するユーザ入力を受信するためのコードと
、
［Ｃ２９］前記ユーザは、自動システム選択のためのオプションを選択し、前記命令は、
　自動選択基準に関するユーザ入力を受信するためのコードと、
　前記自動選択基準に基づいてＮＡＰおよび少なくとも１つのＮＳＰを自動的に選択する
ためのコードと、
をさらに備える、Ｃ２６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３０］前記命令は、
　前記ＮＡＰと前記ＮＳＰに関する更新された情報を受信するためのコードと、
　前記更新された情報に基づいてシステム選択オプションを動的に更新するためのコード
と、
をさらに備えるＣ２６に記載のコンピュータプログラム製品。
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